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【方法】 実験には体重43-67 kg の成ヤギ15頭を用いた。全身麻酔下に左房左室脱血，下行大動脈送血の左心バイパス





スに切り替えた。この関連続して腎交感神経活動を記録し，これを全波整流後に RC積分したものを renal sympaｭ
thetic nerve activity (RSNA) として交感神経活動の 1 )周期性， 2) 活動量の解析に用いた。
【成績】 1 )先ず交感神経活動の周期性について心周期または拍動周期に対応した成分を評価するために， RSNA を






た。次に拍動周期より短い周期性の解析のため， Malpas らの方法に従い， RSNA の波形の内，最大波高の25%以上を
peak と定義し peak 問のインターパ/レヒストグラムを作成した。自己心による拍動流状態では100111s (Tc mode) と
580 ms (Tb 111ode) に中心をもっ二|峰性ピークが認められた。自己心による拍動流状態での R-R 間隔が420-800 ms に
分布していることから Tb mode は心拍周期に一致した周期と考えられた。拍動数90回の拍動流バイパス時でも，二峰
性にヒストグラムのピークが認められ，短い周期の Tc mode には変化が見られなかったが， Tb mode は心周期に一
致した周期から拍動数90回/分に一致する周期 (660 ms) へ移動した。定常流においてはヒストグラムはー峰性で100
ms に中心をもっ Tc mode のみ認められ，その割合(% Tc) は拍動流状態に比べて60%有意に増加した。
2 )交感神経活動量の評価は，拍動流バイパスから定常流パイパスへの切り替え前後 5 分の各々 30秒間の平均値を計
測して行った。また同時に colored microsphere 法を用いて脳，心筋，腎皮質の組織血流量を測定した。大動脈圧が変




認められた拍動周期に一致した交感神経活動のリズムは消失したが， 10 Hz の短周期成分 (Tc mode) は残った。 3 ) 
定常流化により交感神経活動量の上昇に伴い腎皮質血流量は減少し，脳，心筋組織血流量には変化を認めなかった。












期に一致した交感神経活動の周期性成分は消失したが， 10 Hz の短周期成分が残された。また定常流化により交感神経
活動量は上昇し，腎皮質血流量は減少したが，脳，心筋組織血流量には変化を認めなかった。これらの結果から，拍
動流下で、の交感神経活動の周期性成分は10 Hz の短周期成分と拍動によって生じる周期成分とで合成されたものであ
ったが，定常流下では10 Hz の短周期成分のみ認められたことより，これは体循環の拍動の有無に影響されない循環中
枢由来のものと推察された。また定常流化により上昇した交感神経活動量に対する血管床の反応には臓器特異性があ
ることが示唆された。以上の結果は体外循環，補助循環の病態生理を把握する上で重要な知見であり学位に値するも
のと考えられる。
